










目的 

最近の免疫学の進展により,生体の免疫機能はいくつもの機能を異にするリンパ球の相互

作用により調節されていることが明らかにされて来た。したがって免疫不全症においても,

どの細胞の欠損によるか,どの細胞の機能異常によるかによって異なった病像を呈してく

る事が当然考えられるし,また同じ免疫低下を示す例においても,その異常部位が異なる事

が当然考えられる。 

したがって,免疫不全症をモニタリングする上において,各リンパ球サブセットに特異的に

反応する抗体が存在すれば,どのリンパ球が欠損しているかを,簡単に調べる事が出来る。

細胞融合の応用によってモノクローナルな抗体を作る事が可能になり,ヒトのリンパ球を

識別する抗体も作成する事が出来るようになって来た。我々もヒトのリンパ球サブセット

を識別する抗体を得る事を試み,以下の実験を行なった。 


